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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第83期
第２四半期
連結累計期間

第84期
第２四半期
連結累計期間

第83期
第２四半期
連結会計期間

第84期
第２四半期
連結会計期間

第83期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成20年
     ７月１日
至  平成20年
     ９月30日

自  平成21年
     ７月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成20年
     ４月１日
至  平成21年
     ３月31日

売上高 (百万円) 15,626 13,824 7,627 6,885 29,409

経常利益又は
経常損失(△)

(百万円) 402 586 △45 205 328

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失
(△)

(百万円) △800 345 18 127 △1,903

純資産額 (百万円) ― ― 31,984 30,798 30,384

総資産額 (百万円) ― ― 39,896 36,896 35,919

１株当たり純資産額 (円) ― ― 239.99 231.42 228.29

１株当たり四半期
純利益金額又は四半期
(当期)純損失金額(△)

(円) △6.00 2.60 0.14 0.96 △14.28

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 80.2 83.5 84.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 595 551 ― ― 1,653

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5 △342 ― ― 369

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △275 △1 ― ― △294

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 7,384 8,866 8,747

従業員数 (名) ― ― 1,066 1,015 974

(注) １　第83期潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であるため、記載してお

りません。

２　第83期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

３　第83期第２四半期連結会計期間及び第84期第２四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４　売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２ 【事業の内容】

　

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名)
1,015
(476)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員等を含み、派遣社員を除いています。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名)
437
(67)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員等を含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

クロック事業 2,606 104.0

電子部品(機器類含む)及び産業用機械類事業 4,249 102.2

その他の事業 34 ―

合計 6,890 103.4

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は販売価格によっております。

３　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

クロック事業 1,103 119.8 1,019 121.9

電子部品(機器類含む)及び産業用
機械類事業

3,396 81.1 760 82.9

その他の事業 35 ― 3 ―

合計 4,535 88.7 1,783 101.7

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

EDINET提出書類

リズム時計工業株式会社(E02294)

四半期報告書

 4/34



(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

クロック事業 2,556 87.0

電子部品(機器類含む)及び産業用機械類事業 3,700 93.3

その他の事業 627 87.3

合計 6,885 90.3

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

ダイコク電機㈱ 1,093 14.3 1,529 22.2

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

（１）経営成績の分析

当第2四半期連結会計期間における我が国経済は、アジア向け輸出の回復などから生産も持ち直し、

一部に回復の動きが見られるものの、依然、雇用情勢は厳しい局面にあり、企業業績や個人消費の低迷

などから先行きに不透明な状況が続いております。また、海外におきましてもアジアでは、特に中国に

おいて内需を中心とした景気の回復が見られますが、欧米においては深刻な経済情勢が続いておりま

す。 

　このような状況の中、当社グループは継続して収益基盤の強化に取り組んでおり、クロック事業にお

きましては、国内販売では消費環境の厳しさから減収となりましたが、収益改善策の効果などにより営

業利益は前年を上回るものとなりました。海外販売におきましては、全体として厳しい環境が続いてお

りますが、米国市場での販売が回復したことにより、減収ながら、営業利益は増益となりました。また、

電子事業におきましては、金型・部品分野は厳しい状況が続いておりますが、情報機器分野の売上回復

や合理化策の推進効果などにより、電子事業全体では、減収となったものの営業利益は前年を上回るも

のとなりました。

　以上のことから、当社グループの当第2四半期連結会計期間の売上高は68億85百万円となり、前年同期

76億27百万円に対し9.7%の減収となりました。営業損益につきましては、時計事業、電子事業とも増益

となったことから2億50百万円の利益となり、前年同期14百万円の損失に対し2億65百万円の増益とな
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りました。経常損益につきましては、賃貸及び信託による収益は前年並みであったものの外貨建債権の

評価損等による為替差損の計上などにより2億5百万円の利益となり、前年同期45百万円の損失に対し2

億50百万円の増益となりました。四半期純利益につきましては、1億27百万円となり、前年同期18百万円

に対し584.8%の増益となりました。 

　

①事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

クロック事業

国内販売におきましては、個人消費の低迷や企業需要の減退が続く中、売上高は前年を下回りました

が、新商品につきましては、お客様の評価も高く比較的堅調に推移いたしました。海外販売では、厳しい

市場環境が続いておりますが、米国での販売が回復したものの減収となりました。また、自動車時計販

売につきましては、自動車販売台数減少の影響を受け売上高は前年を下回りました。一方、利益の面で

は継続して実施しております収益改善策が原価率改善や販売費の低減に結びつき、さらに円高の効果

もあり、低迷した市場環境の中でも営業利益は前年を大きく上回ることができました。 

　以上のことから、当第2四半期連結会計期間のクロック事業の売上高は25億56百万円となり、前年同期

29億39百万円に対し13.0%の減収となりました。営業利益は2億35百万円となり、前年同期64百万円に対

し、262.4%の増益となりました。 

 

電子部品(機器類含む)及び産業用機械類事業

電子事業におきましては、顧客企業に対し積極的に新商品の企画提案を実施し、業績の拡大に努めて

おります。 

　情報機器分野では、厳しい事業環境が続いておりますが、積極的な新機種提案などが販売に結びつき

増収となりましたが、金型・部品分野では、デジタル製品向け精密部品需要の低迷が続き、新規顧客開

拓など積極的な販売活動を実施してまいりましたが減収となり、電子事業全体の売上高は前年を下回

りました。一方、利益の面では情報機器分野の増収効果や継続的な合理化策の実施などにより営業利益

は前年を上回りました。 

　以上のことから、当第2四半期連結会計期間の電子事業の売上高は37億円となり、前年同期39億67百万

円に対し6.7%の減収となりました。営業利益は2億99百万円となり、前年同期2億37百万円に対し25.9%

の増益となりました。 

 

その他の事業

宝飾品、ウオッチなどの商品販売及び介護事業を中心としたその他の事業につきましては、お客様の

ニーズに合った商品、サービスの提供に努めております。そのような中、ウオッチ販売や介護事業関係

は比較的堅調な売上高で推移いたしましたが、宝飾品販売は前年を下回りました。 

　以上のことから、当第2四半期連結会計期間のその他の事業の売上高は6億27百万円となり、前年同期7

億19万円に対し12.7%の減収となりました。営業損益は2百万円の損失となり、前年同期9百万円の利益

に対し12百万円の減収となりました。 

 

EDINET提出書類

リズム時計工業株式会社(E02294)

四半期報告書

 6/34



②所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

日本

事業別セグメントのクロック事業、電子事業の国内販売及びその他の事業が主な内容です。クロック

の国内販売は、個人消費の低迷や企業需要の減退が続いていることから前年を下回りました。また、電

子事業の情報機器分野では、積極的な新機種提案などが販売に結びつき増収となりましたが、金型・部

品分野ではデジタル製品向け精密部品需要の低迷が続き、新規顧客開拓など積極的な販売活動を実施

してまいりましたが減収となりました。その他の事業につきましても、宝飾品の販売不振などから売上

高は前年を下回りました。利益面におきましては、継続的に実施している収益改善策の成果や情報機器

分野の増収効果、さらに円高の効果もあり前年を上回りました。 

　以上のことから、当第2四半期連結会計期間の売上高は61億72百万円（前年同期69億40百万円に対し

11.1%の減収）、営業損益は1億70百万円の利益（前年同期14百万円の損失）となりました。 

 

アジア

外部売上高につきましては、主に香港に所在するRHYWACO (H. K.) CO., LTD. のクロック売上高及

びRHYTHM PRECISION (H. K.) LTD. の精密加工部品売上高によるものです。また、内部売上高につきま

しては、主に製造会社であるRHYTHM INDUSTRIAL (H. K.) LTD. によるものです。 

　当第2四半期連結会計期間におけるクロック及び精密加工部品の販売環境は、世界的な景気後退が続

き大変厳しいものとなりましたが、継続的な合理化活動の実施により、売上高は前年を下回りましたが

増益を確保いたしました。 

　以上のことから、当第2四半期連結会計期間の売上高は5億93百万円（前年同期5億97百万円に対し

0.7%の減収）、営業利益は95百万円（前年同期42百万円に対し121.9%の増益）となりました。 

 

その他

主にRHYTHM U. S. A., INC. のクロック売上高によるものです。北米地域では、からくり時計などの

中高級品を中心とした販売活動を実施しております。依然として厳しい販売環境は続いておりますが、

急激な景気後退の影響などで大幅に落ち込んだ前年からは、売上高、営業損益とも回復いたしました。 

　以上のことから、当第2四半期連結会計期間の売上高は1億19百万円（前年同期89百万円に対し32.9%

の増収）、営業損益は3百万円の損失（前年同期46百万円の損失）となりました。 
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（２）財政状態の分析

①資産

総資産は368億96百万円となり、前連結会計年度末359億19百万円に比べて9億77百万円増加しまし

た。流動資産は、前連結会計年度末に比べ13億85百万円増加しましたが、有価証券の増加8億99百万円が

主な要因です。固定資産は、前連結会計年度末に比べ4億8百万円減少しました。有形固定資産が3億11百

万円減少し、投資その他の資産が32百万円減少しました。

②負債

負債合計は60億98百万円となり、前連結会計年度末55億35百万円に比べ5億63百万円増加しました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ3億75百万円増加しました。固定負債は、前連結会計年度末に比べ

1億87百万円増加しました。

③純資産

純資産合計は307億98百万円となりました。前連結会計年度末に比べ、利益剰余金が3億45百万円増加

し、その他有価証券評価差額金は1億71百万円増加しました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半

期連結会計期間末より2億28百万円減少し、88億66百万円となりました。

　当四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下の通りです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加などにより、前年同期に比べ8億55百万円減

少の66百万円の資金の増加となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得などにより、前年同期に比べ4億67百万円支

出増加の2億28百万円の資金の減少となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額の減少などにより、前年同期に比べ23百万円

支出減少の1百万円の資金の減少となりました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は71百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更及び重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 185,229,000

計 185,229,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 142,178,939142,178,939
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数1,000株

計 142,178,939142,178,939― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

　

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づく新株予約権

株主総会の特別決議日（平成17年６月24日）

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の数（個） 1,682　（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,682,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり233　（注）２

新株予約権の行使期間 平成19年７月１日から平成22年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合
の株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　233
資本組入額　117

新株予約権の行使の条件

１．新株予約権者は、権利行使時においても、当社又は
当社の子会社若しくは関連会社（「財務諸表等の用
語、様式及び作成方法に関する規則」に定める子会
社及び関連会社とする。）の取締役及び監査役若し
くは従業員の地位にあることを要する。

２．新株予約権の相続はこれを認めない。
３．その他の権利行使の条件は、当社取締役会におい
て決定するものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要す
るものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は1,000株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額　×
１

分割・併合の比率

　　また、時価を下回る価格で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額　×
既発行株式数　＋

新株発行(処分)株式数×1株当たり払込金額

1株当たり時価

既発行株式数　＋　新株発行(処分)株式数
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(3) 【ライツプランの内容】

　

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年９月30日 ― 142,178― 12,372― 13,419

　

(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

シチズンホールディングス
株式会社

東京都西東京市田無町６丁目１－１２ 19,717 13.9

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１丁目１８－６号 8,412 5.9

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 7,358 5.2

株式会社埼玉りそな銀行 埼玉県さいたま市浦和区常盤７丁目４－１ 6,591 4.6

住友信託銀行株式会社 大阪府大阪市中央区北浜４丁目５－３３ 4,000 2.8

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 3,432 2.4

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 3,114 2.2

株式会社武蔵野銀行
埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目１０番
地８

2,171 1.5

CBNY　DFA　INTL　SMALL　CAP　VALUE
　PORTFOLIO（常任代理人　シティ
バンク銀行株式会社）

1299　OCEAN　AVENUE，　11F，　SANTA　MONICA，
　CA　90401　USA（東京都品川区東品川２丁目
３番１４号）

1,906 1.3

日本マスタートラスト信託
銀行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目１１番３号 1,357 1.0

計 ― 58,061 40.8

(注) １　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　3,114千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　1,357千株

２　当社は、自己株式数9,094,542株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合6.4％）を保有しておりますが、

上記大株主からは除外しております。

３　所有株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　 9,094,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　 131,934,000 131,934 ―

単元未満株式 普通株式　 　1,150,939 ― ―

発行済株式総数 142,178,939― ―

総株主の議決権 ― 131,934 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が8,000株(議決権8個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式数」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が542株含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
リズム時計工業株式会社

埼玉県さいたま市大宮区
北袋町一丁目299番地12

9,094,000 ― 9,094,000 6.4

計 ― 9,094,000 ― 9,094,000 6.4

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 100 110 120 149 159 153

最低(円) 79 85 99 115 135 128

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

監査役 － 高橋　憲治 平成21年10月23日

　

(2) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常勤監査役 監査役 田村　駿 平成21年９月25日

監査役 常勤監査役 高橋　憲治 平成21年９月25日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成

しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,066 3,646

受取手形及び売掛金 7,323 6,647

有価証券 6,099 5,200

たな卸資産 ※1
 5,692

※1
 5,695

その他 1,829 1,436

貸倒引当金 △28 △26

流動資産合計 23,983 22,597

固定資産

有形固定資産 ※2
 4,878

※2
 5,190

無形固定資産 439 503

投資その他の資産

投資有価証券 5,640 5,549

その他 ※3
 2,071

※3
 2,192

貸倒引当金 △116 △113

投資その他の資産合計 7,595 7,628

固定資産合計 12,913 13,321

資産合計 36,896 35,919

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,350 2,602

未払法人税等 221 92

賞与引当金 182 164

音楽著作権損害賠償損失引当金 － 126

その他 1,173 1,564

流動負債合計 4,926 4,551

固定負債

退職給付引当金 24 22

役員退職慰労引当金 4 8

音楽著作権損害賠償損失引当金 99 －

その他 1,043 952

固定負債合計 1,172 984

負債合計 6,098 5,535
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 12,372 12,372

資本剰余金 17,834 17,834

利益剰余金 1,897 1,552

自己株式 △1,517 △1,515

株主資本合計 30,588 30,243

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 456 285

為替換算調整勘定 △246 △144

評価・換算差額等合計 210 140

純資産合計 30,798 30,384

負債純資産合計 36,896 35,919
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 15,626 13,824

売上原価 ※1
 12,182

※1
 10,396

売上総利益 3,443 3,428

販売費及び一般管理費 ※2
 3,257

※2
 2,908

営業利益 186 520

営業外収益

受取利息 46 31

受取配当金 109 45

受取賃貸料 106 100

信託収入 99 98

為替差益 10 －

その他 37 84

営業外収益合計 409 361

営業外費用

支払利息 3 4

賃貸費用 41 43

出向費用 47 46

信託費用 39 35

為替差損 － 92

その他 61 72

営業外費用合計 194 294

経常利益 402 586

特別利益

固定資産売却益 169 49

その他 － 1

特別利益合計 169 51

特別損失

固定資産処分損 16 16

投資有価証券評価損 1 170

音楽著作権損害賠償損失 1,066 －

その他 4 15

特別損失合計 1,088 203

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△517 434

法人税、住民税及び事業税 173 147

法人税等調整額 109 △58

法人税等合計 283 89

四半期純利益又は四半期純損失（△） △800 345
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 7,627 6,885

売上原価 ※1
 5,993

※1
 5,193

売上総利益 1,633 1,691

販売費及び一般管理費 ※2
 1,647

※2
 1,440

営業利益又は営業損失（△） △14 250

営業外収益

受取利息 21 15

受取配当金 0 0

受取賃貸料 52 49

信託収入 49 49

その他 29 20

営業外収益合計 153 135

営業外費用

支払利息 1 2

賃貸費用 23 23

出向費用 24 23

信託費用 18 19

為替差損 71 65

投資事業組合運用損 － 36

その他 45 10

営業外費用合計 185 181

経常利益又は経常損失（△） △45 205

特別利益

固定資産売却益 119 6

貸倒引当金戻入益 － 1

音楽著作権損害賠償損失戻入益 29 －

特別利益合計 149 7

特別損失

固定資産処分損 12 15

投資有価証券評価損 1 －

リース解約損 － 12

その他 － 3

特別損失合計 14 31

税金等調整前四半期純利益 89 182

法人税、住民税及び事業税 122 131

法人税等調整額 △51 △76

法人税等合計 70 54

四半期純利益 18 127
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△517 434

減価償却費 556 394

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31 45

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △4

賞与引当金の増減額（△は減少） 35 17

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6 －

受取利息及び受取配当金 △156 △76

支払利息 3 4

為替差損益（△は益） △37 96

固定資産処分損益（△は益） 16 16

固定資産売却損益（△は益） △169 △49

投資有価証券評価損益（△は益） 1 170

リース解約損 － 12

音楽著作権損害賠償損失 1,066 －

売上債権の増減額（△は増加） 584 △751

たな卸資産の増減額（△は増加） 219 △76

仕入債務の増減額（△は減少） △98 835

その他 △597 △385

小計 931 690

利息及び配当金の受取額 146 66

音楽著作権損害賠償等の支払額 △199 △231

利息の支払額 △3 △4

法人税等の支払額 △278 29

営業活動によるキャッシュ・フロー 595 551

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △104 －

定期預金の払戻による収入 52 90

有価証券の取得による支出 － △300

有形固定資産の取得による支出 △470 △159

有形固定資産の売却による収入 80 32

無形固定資産の取得による支出 △79 △5

投資有価証券の売却等による収入 515 0

その他 △0 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △5 △342
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △0 －

自己株式の取得による支出 △13 △1

自己株式の売却による収入 0 0

配当金の支払額 △263 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △275 △1

現金及び現金同等物に係る換算差額 27 △88

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 342 118

現金及び現金同等物の期首残高 7,042 8,747

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 7,384

※
 8,866
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結会計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「投資事業組合運用損」は、営業外

費用の総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前

第２四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「投資事業組合運用損」は27百万円であります。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　たな卸資産の内訳

商品及び製品 3,339百万円

仕掛品 1,723百万円

原材料及び貯蔵品 629百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額

16,901百万円

※３　信託有形固定資産の減価償却累計額

562百万円

※１　たな卸資産の内訳

商品及び製品 3,173百万円

仕掛品 1,729百万円

原材料及び貯蔵品 792百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額

17,021百万円

※３　信託有形固定資産の減価償却累計額

547百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１　通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下げ額

売上原価　　　　　　　　　　168百万円

※１　通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下げ額

売上原価　　　　　　　　　　△15百万円

※２　販売費及び一般管理費の主なもの

梱包費・運送費 321百万円

広告宣伝費 132百万円

支払手数料 279百万円

退職給付費用 70百万円

給料 1,020百万円

賞与引当金繰入額 41百万円

賞与 124百万円

役員賞与引当金繰入額 6百万円

旅費・通信費 117百万円

減価償却費 87百万円

賃借料 243百万円

※２　販売費及び一般管理費の主なもの

梱包費・運送費 308百万円

広告宣伝費 105百万円

支払手数料 254百万円

退職給付費用 88百万円

給料 931百万円

賞与引当金繰入額 39百万円

賞与 93百万円

旅費・通信費 91百万円

減価償却費 84百万円

賃借料 196百万円

貸倒引当金繰入額 6百万円

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

※１　通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下げ額

売上原価　　　　　　　　　　△22百万円

※１　通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下げ額

売上原価　　　　　　　　　　 　3百万円

※２　販売費及び一般管理費の主なもの

梱包費・運送費 160百万円

広告宣伝費 61百万円

支払手数料 146百万円

退職給付費用 35百万円

給料 512百万円

賞与引当金繰入額 20百万円

賞与 60百万円

役員賞与引当金繰入額 3百万円

旅費・通信費 59百万円

減価償却費 45百万円

賃借料 117百万円

※２　販売費及び一般管理費の主なもの

梱包費・運送費 146百万円

広告宣伝費 49百万円

支払手数料 123百万円

退職給付費用 43百万円

給料 464百万円

賞与引当金繰入額 21百万円

賞与 46百万円

旅費・通信費 50百万円

減価償却費 43百万円

賃借料 96百万円

貸倒引当金繰入額 6百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,544百万円

有価証券 4,100百万円

計 7,644百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △260百万円

現金及び現金同等物 7,384百万円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,066百万円

有価証券 6,099百万円

計 9,166百万円

MMF及びCP以外の有価証券 △300百万円

現金及び現金同等物 8,866百万円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 142,178,939

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,094,542

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額
　
　　　該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
クロック事業
(百万円)

電子部品
(機器類含む)
及び産業用
機械類事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,939 3,967 719 7,627 ― 7,627

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

9 2 328 340 (340) ―

計 2,949 3,970 1,048 7,968 (340) 7,627

営業利益又は営業損失（△） 64 237 9 312 (326) △14

(注) １　事業区分の方法

　 当連結グループの事業区分の方法は、製品・商品の機能及び種類により区分しております。

２　各事業区分の主要な商品

事業区分 主要商品

クロック事業
 

置時計、掛時計、デジタル時計、目覚時計、自動車用時計、設備時計、タイマー、
クロックムーブメント及び部分品

電子部品(機器類含む)
及び産業用機械類事業

ＩＣ組立、自動車関連機器、映像関連機器、アミューズメント関連機器、金型、
産業用機械及び部分品

その他の事業 ウオッチ、宝飾品、物流サービス、訪問介護サービス

３　会計方針の変更等

(棚卸資産の評価に関する会計基準)

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、当第１四半期連

結累計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基

準第９号）を適用しております。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
クロック事業
(百万円)

電子部品
(機器類含む)
及び産業用
機械類事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,556 3,700 627 6,885 ― 6,885

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

6 0 261 268 (268) ―

計 2,562 3,700 889 7,153 (268) 6,885

営業利益又は営業損失（△） 235 299 △2 531 (280) 250

(注) １　事業区分の方法

　 当連結グループの事業区分の方法は、製品・商品の機能及び種類により区分しております。

２　各事業区分の主要な商品

事業区分 主要商品

クロック事業
 

置時計、掛時計、デジタル時計、目覚時計、自動車用時計、設備時計、タイマー、
クロックムーブメント及び部分品

電子部品(機器類含む)
及び産業用機械類事業

自動車関連機器、映像関連機器、アミューズメント関連機器、金型、産業用機械
及び部分品

その他の事業 ウオッチ、宝飾品、物流サービス、訪問介護サービス
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
クロック事業
(百万円)

電子部品
(機器類含む)
及び産業用
機械類事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

6,228 7,893 1,504 15,626 ― 15,626

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

17 5 683 706 (706) ―

計 6,246 7,898 2,187 16,332 (706) 15,626

営業利益 288 475 65 829 (642) 186

(注) １　事業区分の方法

　 当連結グループの事業区分の方法は、製品・商品の機能及び種類により区分しております。

２　各事業区分の主要な商品

事業区分 主要商品

クロック事業
 

置時計、掛時計、デジタル時計、目覚時計、自動車用時計、設備時計、タイマー、
クロックムーブメント及び部分品

電子部品(機器類含む)
及び産業用機械類事業

ＩＣ組立、自動車関連機器、映像関連機器、アミューズメント関連機器、金型、
産業用機械及び部分品

その他の事業 ウオッチ、宝飾品、物流サービス、訪問介護サービス

３　会計方針の変更等

(棚卸資産の評価に関する会計基準)

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、当第１四半期連

結累計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基

準第９号）を適用しております。この結果、従来によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利

益がクロック事業で112百万円、電子部品（機器類含む）及び産業用機械類事業で40百万円、その他の事業で6

百万円減少しております。

　

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
クロック事業
(百万円)

電子部品
(機器類含む)
及び産業用
機械類事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

5,211 7,353 1,259 13,824 ― 13,824

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

12 0 541 554 (554) ―

計 5,223 7,353 1,801 14,379 (554) 13,824

営業利益 498 574 27 1,101 (580) 520

(注) １　事業区分の方法

　 当連結グループの事業区分の方法は、製品・商品の機能及び種類により区分しております。

２　各事業区分の主要な商品

事業区分 主要商品

クロック事業
 

置時計、掛時計、デジタル時計、目覚時計、自動車用時計、設備時計、タイマー、
クロックムーブメント及び部分品

電子部品(機器類含む)
及び産業用機械類事業

自動車関連機器、映像関連機器、アミューズメント関連機器、金型、産業用機械
及び部分品

その他の事業 ウオッチ、宝飾品、物流サービス、訪問介護サービス
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

6,940 597 89 7,627 ― 7,627

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

327 1,663 ― 1,991 (1,991) ―

計 7,267 2,260 89 9,618 (1,991) 7,627

営業利益又は営業損失(△) △14 42 △46 △18 4 △14

(注) １　国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（１）アジア・・・・・・香港

（２）その他・・・・・・アメリカ

３　会計方針の変更等

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、当第１四半期連

結累計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基

準第９号）を適用しております。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

6,172 593 119 6,885 ― 6,885

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

238 1,311 ― 1,550 (1,550) ―

計 6,411 1,904 119 8,435 (1,550) 6,885

営業利益又は営業損失(△) 170 95 △3 261 (10) 250

(注) １　国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（１）アジア・・・・・・香港

（２）その他・・・・・・アメリカ
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

14,221 1,235 169 15,626 ― 15,626

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

687 3,378 ― 4,065 (4,065) ―

計 14,909 4,613 169 19,691(4,065)15,626

営業利益又は営業損失(△) 145 100 △82 163 23 186

(注) １　国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（１）アジア・・・・・・香港

（２）その他・・・・・・アメリカ

３　会計方針の変更等

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、当第１四半期連

結累計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基

準第９号）を適用しております。この結果、従来によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利

益が日本で160百万円減少しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

12,447 1,100 277 13,824 ― 13,824

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

409 2,557 ― 2,966 (2,966) ―

計 12,856 3,657 277 16,790(2,966)13,824

営業利益又は営業損失(△) 434 134 △8 559 (39) 520

(注) １　国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（１）アジア・・・・・・香港

（２）その他・・・・・・アメリカ
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 北米 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 119 640 759

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― 6,885

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

1.7 9.3 11.0

(注) １　国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（１）北　米・・・・・アメリカ

（２）その他・・・・・香港、東南アジア

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 北米 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 277 1,176 1,453

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― 13,824

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

2.0 8.5 10.5

(注) １　国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（１）北　米・・・・・アメリカ

（２）その他・・・・・香港、東南アジア

　

(有価証券関係)

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

リズム時計工業株式会社(E02294)

四半期報告書

29/34



(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 231円42銭
　

　 　

　 228円29銭
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 6円00銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 2円60銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であるため記載しておりません。

２　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

３　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月１日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
及び四半期純損失（△）(百万円)

△800 345

普通株式に係る四半期純利益
及び四半期純損失（△）(百万円)

△800 345

普通株式の期中平均株式数(千株) 133,324 133,090

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0円14銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 0円96銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 18 127

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 18 127

普通株式の期中平均株式数(千株) 133,297 133,087
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(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

　平成21年11月9日の取締役会において会社法165条第３
項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規
定に基づき、自己株式を取得することを決議いたしまし
た。

(1)自己株式の取得を行う理由

　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行す
るため

(2)取得の内容

　①取得する株式の種類
　　当社普通株式
　②取得する株式の総数
　　4,500,000株（上限）
　③取得する時期
　　平成21年11月10日
　④取得価額の総額
　　603百万円（上限）
　⑤取得の方法
　東京証券取引所の自己株式立会時間外買付取引
（ToSTNeT-3）による取得

(3)その他
　上記、自己株式立時間外買付取引による買付けの結果、
当社普通株式4,000,000株（取得価額536百万円）を取
得いたしました。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

リズム時計工業株式会社(E02294)

四半期報告書

32/34



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月14日

リズム時計工業株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鳥　居　　明  　　  印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    櫻　井　　紀　彰    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    秋　田　　英　明    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリズ
ム時計工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平
成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書
及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作
成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ
とにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ
ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正
妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ
れた。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リズム時計工業株式会社及び連結子会社の平
成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期
間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ
せる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は当第１
四半期連結累計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企
業会計基準第９号）を適用しているため、当該会計基準により四半期連結財務諸表を作成している。
　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月13日

リズム時計工業株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鳥　居　　明 　　   印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    櫻　井　　紀　彰    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    秋　田　　英　明    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリズ
ム時計工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平
成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書
及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作
成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ
とにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ
ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正
妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ
れた。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リズム時計工業株式会社及び連結子会社の平
成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期
間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ
せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報
重要な後発事象に記載のとおり、会社は平成21年11月９日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を
実施している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

リズム時計工業株式会社(E02294)

四半期報告書

34/34


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)ライツプランの内容
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

